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朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。
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大学評価基準を満たす認定マーヲ

「建学の精神」具現化に向けて
2016年を迎え、宮田淳理事長から新年の挨拶とともに、朝日大学の今年

の基本方針が述べられました。「建学の精神Jの継承と具現化に全教職員
一致して湛進しようというもので、地道にこれを進めていくことこそが「魅力

ある大学、選ばれる大学Jづくりの根幹であるとしています。また、大友克之
学長、森下伊三男副学長、倉知正和副学長並びに田村康夫副学長から

も、年頭所感がそれぞれ寄せられました。
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「公認会計士試験」に5名が合格
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「建学の精神」の具現化
謹んで新年のお慶び、を申し上げます。

さて、昨年はわが国にとっても国際社会にとっても激動の年でありま

した。圏内では安全保障関連法案が与野党の激論の末成立いたし

ました。農産物の関税など幅広い分野において新しいルールを構築

しようとするTPPも基本的な合意が成りました。またマイナンバーの

国民全員への配付もなんとか年内に終えたようですが、いずれの問題も

世論を二分し、侃々誇々の議論に国中が沸騰いたしました。マンション

の手抜き工事も連日新聞紙面を賑わせたものです。天候も不順でした。

5月に真夏日が続いたり、11月に夏日があったり。平穏な日々は国民に

とっていつまでたっても遠い存在なのでしょうか。一方、国際社会に目を

転じると、何といっても11月にパリで発生した同時多発テロは世界中を

震揺させました。オランド仏大統領は明確に戦争という言葉を用い、

テロ行為に対する報復攻撃を行っています。直後に起こったトルコ軍

によるロシアの爆撃機撃墜のニュースはヨーロッパの緊張を一気に

高めました。元々あまり仲が良くない国同士、波風が納まるには相当長

期間を要することになるでしょう。一日も早く平和な世界が訪れることを

願ってUぜす。

今年はブラジルのリオデジャネイロで、オリンピックが開かれます。国民

が一つになれる数少ない機会です。あの五郎丸選手は出場しません

が7人制のラグビーが種目として加わり、男女とも出場することとなりまし

た。日本人選手の活躍を祈りましょう。

本学は、2016年度の事業計画を、これを執行するための予算とともに

1月の理事会で成立させる予定です。既に評議員会のご意見は伺い

ました。来年度は文部科学省の私立大学等改革総合支援事業の

趣旨を汲んだ幾つかの施策に取り組むこととしています。先ず海外の

大学との連携強化です。昨年秋、新たに米国のタフツ大学と歯学部

知の拠点として
謹んで新年のお慶び、を申し上げます。

昨年は戦後70年という節目を迎え、多くのことを考える機会となり

ました。隣国の南シナ海を中心とした海洋進出、沖縄県辺野古への

新基地建設が進むなか、9月には平和安全法制整備法、国際平和

支援法の2法が成立、公布されました。先の大戦体験者の声が風化

していくのではと危倶されます。世界に目を転じますとパリでの同時

多発テロは世界中を震婚させ、あらためてシリア、イラクを中心とした

中東地域の液状化を象徴する出来事となりました。

学生の相E派遣交流協定を締結

いたしましたが、今年からこれを実施

してまUミります。南アフリカのウエスタン・

ケイプ大学との交流も引き続き進め

てまいります。次に地元企業との

連携を更に推進し、学生の就職支援

を行うとともに、一方本学で語学講座

を開設するなど社会人の方々の生

涯学修支援を継続してまいります。ま

た、本学の三医療機関は地域の医
理事長宮田淳

療拠点として今年も地域住民の方々の健康の維持・増進に努めてま

いります。本学は地域社会への貢献に今年も全力を挙げてまいります。

教学面では、本学の建学の精神に沿った3つのポリシー(デイプ

ロマ、カリキュラム、アドミッション)に基づき、優秀な学生を受け入れ、

アクティブラーニングを積極的に推進し、社会から評価される「学士

力」を持った学生を育て、送り出してまいります。そのためには、学長の

強いリーダーシップの下、各学部がそれぞれの個性、特色を活かし、

資格取得や国家試験合格率の上昇に努めてしミかなければなりません。

昨年は経営学部学生5人が超難関の公認会計士試験を突破いたし

ました。この勢いを継続し、大学全体の飛躍に繋げていきたいと考えて

います。

今年、本学は創立45周年を迎えます。ヲ|き続き本学の建学の精神

を具現化していくことにより、国際未来社会で活躍する人材の育成に

努めてまいります。皆様のご支援、ご協力をどうぞ、よろしくお願い申し

上げます。

2015年度、科学技術振興機構が

主管する「日本・アジア青少年サイエ

ンス交流事業ーさくらサイエンスプラ

ンjに採択されました。また多年に

わたり交流を支えてこられたUCLA

歯学部HenryH. Takei教授、北京

大学口腔医学院張震康名誉院長

に本学より名誉博士号を授与いたし

そんな中、多くの先生方にご来学いただきました。外務省北米局 ました。その他、南アフリカ大使館
学長

中村仁威氏、国際協力機構タンザニア事務所長瀬利雄氏、ペシャ ペコ大使、駐名古屋中国総領事館

ワール会現地代表中村哲氏らから国際情勢について、三重大学朴恵

淑教授、富士常葉大学杉山涼子教授、園撃院大学菅井益郎教授、

中部電力岐阜支庖様らから資源・環境問題について、さまざまな角度

から教授いただきました。西濃運輸様、濃飛倉庫運輸様、大和証券様

には実学を身につけるため寄附講座をご提供いただきました。

国際交流では、海外協定校との相互派遣を継続するとともに、あら

たに南アフリカ共和国のウエスタンケープ大学歯学部、米国タフツ大学

歯学部と交流協定を締結しました。30年以上にわたり交流を継続し

ている北京大学口腔医学院からの教員・学生の受け入れについては

葛総領事、米国名古屋領事館コパチーチ首席領事らとの聞で、積極

的な意見交換を行Uミました。

「国際未来社会で活躍し得る人材の育成jを建学の精神に掲げる

本学では、本年も激変する内外の情勢を学生諸君に正確に伝え、

議論し、自分なりの意見をもつことを進めていくとともに、知の拠点として

さまざまな機会を通じて地域社会へも発信し続けて参りたいと考えて

おります。

本年もご指導のほど、よろしくお願い申し上げます。



魅力ある大学をめざして
新年あけましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申し

上げます。また、本年も皆様にとって良い年となりますことを心よりお祈り

申し上げます。

昨年4月に学校教育法の一部が改正され、まもなく1年が過ぎようと

しております。この改正により、学長のリーダーシップの下で、戦略的に

大学を運営できるガパナンス体制の構築、大学の組織及び運営体制

の整備が強く求められることになりました。その後、中央教育審議会や

教育再生実行会議などから矢継ぎ早に様々な提言や答申がなされま

した。それに伴って本学で、も組織や規程なとをの見直しゃ教育現場の

改革が進められております。その中のーっとして、図書館では能動的

学修を支援するラーニング・コモンスや静かに勉学に打ち込める個人

学修スペースなど、学修環境が大幅に整備されました。しかし、毎学期

末に実施している授業改善アンケートの中の学修時間調査では、

全国的な傾向と同じように本学でも学生の平均的な学修時間はけし

教育カリキュラムの不断の見直し
新年あけましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申し

上げます。

さて、昨年も歴史に刻まれるような多くの重大な出来事(安全保障関

連法案成立、TPP交渉の大筋合意、北関東・東北地方の豪雨水害、日

本人科学者のノーベル物理学賞、生理学・医学賞の受賞、そしてマイナ

ンバーの通知開始など)がありました。そのような中2015ラグピーワールド

カップで、日本代表チームが世界ランキング3位の南アフリカに劇的な勝

利をあげたことが多くの日本人に大きな感動を与えました。試合終了が

迫る中、敵陣深くでのPKのチャンスで、「同点でなく、勝ちに行く」スクラム

を選択して、見事な逆転劇を演じたことは記憶に新しく思い出されます。

このような劇的な勝利を生んだ原動力は、「系統立てて作成された

認証評価の受審と飛躍の年へ
新年あけましておめでとうございます。謹んでお慶び申し上げますと

ともに、新しい年も皆様にとりまして素晴らしい年になりますことを心から

お祈り申し上げます。

さて、朝日大学は1971年に岐阜歯科大学として故宮田慶三郎先生

によって創立され45年を迎えます。この間に歯学部だけの単科大学か

ら、法学部(法学科)、経営学部(経営、経営情報、ビジネス企画の各

学科)、保健医療学部(看護学科)、各学部大学院、留学生別科に

3つの医療機関を合わせ持つ総合大学へと変貌してきました。朝日

大学は当に“成長"から“充実"の時代に入ってきたように思われます。

私は、副学長業務のーっとして、主にIR(Institutional Research、大

学内の様々な情報を整理・統合し、学生のための教学改善に役立て、

学外へ情報公開する)推進担当を命ぜられています。その中で、朝日大

学には45年間の素晴らしい実績があるものの、これら情報があまり有効
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て多いといえる状況にはありません。

答申などで言われている教育の質的

転換のためにも、学修時間という

量的な成果も向上させていく必要が

あろうと思います。

構築された素晴らしい学修環境

を生かして在学中に十分な実力を

付け、卒業後に社会で活躍できるよ • うに、また、建学の精神の具現化に

向け、学長のリーダーシツプの下で 副学長森下 伊 三 男

教育職員・事務職員が一丸となってきめ細かな学修指導に当たること

が大切だと考えております。皆様の御理解と御支援を賜り、学生の夢

の実現に向けて、「魅力ある大学Jとしてさらなる発展を目指してより一
層の努力をしていく所存です。どうぞ、本年もよろしくお願いいたします。

トレーニング計画jに沿って行われた

4年間のハードトレーニングだといい

ます。この「系統立てたトレーニング

計画」こそ、まさに大学における教育

カリキュラムといえます。社会の多様

な変化・ニーズに対応した人材育成

という観点から、本学各学部・学科で

もカリキュラムの不断の見直し

(PDCAサイクル)が行われておりま
すが、さらなる充実が期待されます。

副学長倉知正和

本年も皆様にとって素晴らしい年となりますよう心からお祈り申しあげます。

に活用(学外へのアピール、PDCA
等)されていないことに気づきました。

今年は、文部科学省から提示され

ている大学改善の評価基準に沿って

大学が毎年独自に行っている自己点

検評価を、外部の高等教育評価機

構により機関別認証評価を受審する

重要な年(7年以内に一度)にあたり

ます。IRに関する情報もまたエピデン

スとして重要な役割をはたします。
国j学長

本年10月に予定されている認証評価には、大学全体で取り組むことで、

朝日大学がさらに高い評価を得て、今年を「新たな飛躍のきっかけとなる年」

になればと考えています。本年も皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

謹賀新年 法学部長(兼)法学研究科長平田勇人

経営学部長 岩 崎 大介

歯学部長(兼)歯学研究科長磯崎篤則

留学生別科長 丸山和美

附潟村上記念病院長 大橋宏重

PDI岐阜歯科診療所長藤原 周

事務局長 高橋偉茂経営学研究科長 奥山 徹 附属病院長 都尾元宣
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高大連携で

「公認会計士試験J5名合格
体育会会計研究部所属の学生5名が、昨年度の2名の合格

者に続き「公認会計士試験(論文式試験)Jにみごと合格しました。

公認会計士試験は「短答式試験」と「論文式試験」の2段階

で行われ、すでに「短答式試験」に合格していた遠山照典さん

(経営学科4年:岐阜県立岐車商業高校卒)、江崎ゅうゆさん

(同学科4年.同校卒)、長谷川智史さん(同学科3年:同校卒)、

演野恵梨菜さん(同学科3年:同校卒)、稲葉健太さん(同学

科3年:郡上北高校卒)が、今回合格率10.3%(出願者10.180

名で1.051名合格)の超難関試験である「論文式試験jに挑

み、みごと現役大学生として同試験突破を成し遂げました。

本学では、商業教育の推進をめざし岐阜県高等学校商業

校長会との連携協定を締結し、高等学校と大学の7年間で

公認会計士をはじめとする 陪 靴工ムよ!jAJi歯止ニ

高度な会計資格に挑戦し

合格できるよう、2012年度

から充実した会計教育を

行っております。 r論文式託院に合格した学生

「商品開発塾」を開講
岐阜県内の商業高校などで組織される岐阜県商業教育研究会

とマーケティング研究所が、「ヒットメーカーに学ぶ!一商品開発塾-J

を穂積キャンパス5号館講義室で開催しました。

グランドノ、イアット東京ゲストリレーションズ/コンシェルジュで明海大

学ホスピタリティー・ツーリズム学部教授の阿部佳氏を講師に迎えた

今回の開発塾では、「客の心を読み解くホスピタリティーのプロが考

えていることJと題した講演があり、高校教員や教職員・学生ら約100
名が熱心に耳を傾けていました。

|フ・ロのホスピタリティー

阿部氏は、「ときどきの状況や環境に左右されず、一定の水準を

保って提供できるのがプロのホスビタリティー、そのことを常に意識す

ることが大切。コンシェルジュの仕事に対する評価は常に相手が決

める。柔軟性を持ち相手を受け入れ、創造性を働かせて相手の気持

ちを読みとり、相手に共感することが価値の高いサービスを行う秘訣

である」と語られました。

阿部氏がプロのホスピタリティーを語る

f:み~ね
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タフツ大学と交流協定締結
米国で歴史と伝統のあるタフツ大学歯学部(マサチューセッツ州

ボストン)との聞で交流協定を締結しました。

調印式は同大学で行われ、本学からは宮田淳理事長、大友克

之学長、藤原周教授が、姉妹校である明海大学から安井利一学

長が、また、タフツ大学からはトーマス歯学部長、メタ副歯学部長を

はじめ学部・大学院教授らが出席しました。

調印式でトーマス歯学部長からは、朝日大学と明海大学とが多

年にわたって展開してきた双方向型の国際交流を高く評価し「是

非とも自校の学生に海外研修を体験させることにより国際的な視野

を持った歯科医師を養成したい」との要望が、また、宮田理事長か

らは、トーマス歯学部長の導きにより交流協定の締結に至った謝辞

が述べられると共に、朝日大学と明海大学の歴史と現状について

説明が行われました。

今回の交流協定締結により、歯学教育並びに臨床研究分野で

の交流促進が期待されます。

商業教育で高大連携

|財務の分かる人材育成

岐阜県高等学校商業校長会と本学との高大連携事業の一環

として、穂積キャンパス6号館大講義室で岐阜県立岐阜商業高等

学校2年生の約400名を対象とし「企業財務の見方について」と題

したオープンスクールが開講されました。

高校生たちに語りかける小島教授

同スクールでは公認会計士の小島一富士教授(経営学部)が

講師を務め、体育会会計研究部の学生20名がサボーターとして加

わり、企業の財務諸表に基づき経営状況を分析する実E美的な講義

が展開されました。岐阜県内の商業高校教諭ら約30名が視察す

るなか、生徒たちは真剣な表情で実践的な簿記の講義を受講して

いました。



大園、中国のジレンマ
協会創立60周年を迎える岐阜県日本中国友好協会が主催し本学

が共催する講演会が穂積キャンパス5号館講義室で開催されました。

講演を聴講した約160名の参加者たちは講演を通じ日中の友好交流

のあり方などについて熱，心に学んでいました。

|未来志向の知恵が求められる

講師を務めた元朝日新聞編集委員で同志

社大学大学院教授の加藤千洋氏は、「大国・

中国のジレンマーその強みと弱みー」と題した

講演でiGDP世界第2位の経済大国、中国に

はこれまで、の強い国になかった脆弱さが見ら 加磁氏が「大園、中国」を語る

れる。中国が抱える人口問題などの諸問題に日本は協力できることがた

くさんあるのではないか。未来志向の知恵、が求められるJと語られました。

高大連携「課題解決・専門性向上講座」

中畑マーケティング研究所長が
講師を務める

岐阜県の商業高校の教諭を対象とした

「課題解決・専門性向上講座」が5号館パ

ソコン教室で開催され、マーケティング研

究所の中畑千弘所長(経営学部教授)が

「地域課題の解決とマーケティングJを

テーマに研修講座の講師を務めました。

|地域と連携した能動的学習

研修会は、新学修指導要領で求められている「地域と連携した能

動的学修(アクティブ戸ラーニング)Jに対応する講座として開講された

もの。1日目は、地元商庖街の抱える課題、個人商庖に内在する問題

点についてコンビニエンスストアの経営と比較しながらワークショップ

形式で学びました。2日目は、地域活性のための逸品創造とPR方法、

六次産業化と農商工連携などについて学んだ後、「ふるさと納税向

け地元ギフト開発Jを題材にグループに分かれて商品企画の立案や

市場調査など実践的な研修に取り組みました。

大和証券(株)による寄附講座
穂積キャンパス6号館講義室において、経営学部3年生を対象とした「特

殊講義rJが「大和証券寄附講座(証券市場論)Jとして開講されました。
この特殊講義は、受講学生に経済の根幹を支える金融システムの

重要性と経済を考えるヒントを金融商品一般に対する知識の充実に

よって与え、今後のリスク管理の高度化や公正な「市場システム」の維

持と投資家保護についても理解を促すことを目的としています。

|産学連携で学修機会を提供

第1回目の講義で受講学生らは、「金融機関・証券市場との関わり、

日本の金融自由化、ペイオフ制度」などについて熱心に学んでいました。

大和証券(株)と本学は、学生に経済活動への幅広い知見と実践

力を養うことなどを目的とし、昨秋に「寄附講座の開設に関する覚書J
を締結しています。
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「税を考える週間」
法学部では、「キャリア形成rJの授業の一環として名古屋国税局

課税一部次長の野口洋氏を講師に迎え、「税の役割と税務署の仕

事」と題した講演会を穂積キャンパス5号館講義室で開講しました。

講師の野口氏は、長年国税局や税務署の資産税部門で活躍され

たベテランの職員です。

この講義は、国税庁の「税を考える週間Jの広報活動の一環とし
て毎年行われており、本学での開講は今回で8回目となります。

|税務署の仕事やマイナンバーを学ぶ

講義では、税務署の各部門の仕事内容の紹介と共に、土地の評

価、相続税調査等に関するエピソード、マイナンバー制度の実施に

伴う国税の対応等について実務経験をふまえ具体的で分かりゃす

い解説をいただきました。

受講した約80名の学生たちは、初めて聞く税金や税務行政の解

説に興味深く熱，心に聞き入ってUミました。

なお、今回の特別講演コーディネーターを務めた粟津明博教授は、

国税庁税務大学校副校

長の経歴を有する税法

のエキスパートで、大学

院法学研究科でも教鞭

をとっています。

野口氏が「税の役割と
税務署の仕事」を解説

「産学連携授業」が開講
穂積キャンパス6号館講義室で、セイノーホールデイングス(株)と

本学が2013年2月に締結した「産学連携協定」に基づき、物流業界の

現状や展望を解説する「産学連携授業Jが開講され、学生約200名が

熱心に受講しました。

|企業で活躍できる人材とは

キャリア教育の一環としても開講された同授業では、同社経営企画

室長の河村大氏が講師を務め、「物流業界の現状と価値創造」と

題した講義で「お客様に喜んでいただける最高のサービスの提供、

国家社会に貢献するというd心構えを持ち新しい価値を創造することJ

が重要であること、また、企業で活躍できる人材となるための心構えとし

て「失敗を学びにつなげる精神と常に夢を持ち実現するために行動を

おこすことJが大切であると学生たちに語りかけられました。

河村氏が学生たちに物流業界を解説
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秋の叙勲を受章
平成27年秋の叙勲において、長坂信夫元学長が「瑞宝中

綬章」を、可児徳子名誉教授(元歯学部教授)が「瑞宝小綬

章」を受章されました。

このたびの受章は、長年にわたる本学などでの「教育研究

功労jによるものです。

長坂信夫元学長 可児徳子名誉教授

「共感」の持つ力
倫理学を中心とした学問領域

を担当する法学部の山崎広光准

教授の著書『共感の人間学・序

説~概念と思想史J(晃光書房、
平成27)では、 「共感」の持つ力

が語られています。

ある作家がラジオ番組収録の

ため大阪の小学校を訪れた際、2

学期始業式の教室では夏休み

の思い出を児童一人ひとりが語っ 著書を手にした山崎広光准教授

ていたとのこと。その中で父親を交通事故で亡くしたl人の児童が

「夏休みとぞこにも出かけられなかったが、お母ちゃんが好きになった

世界で一番好剖こなった」と話したそうである。雨降りのある日、母

親が浴衣を縫う内職の傍で少年が宿題をしていると、急に亡き父

親の形見のセキセイインコのつがいが箆の中で騒いだため外に目

をやると、雨が上がり真っ赤な夕陽が差し込んで、いたという。少年が

「締麗や真っ赤ゃ」というと、母が内職の手を休めて少年の横に30

分正座して一緒に夕陽を見てくれたという。

教室で拍手は鳴りやまなかったそうである。著書の中で山崎先

生は、この事例に共感という言葉を使いたいと述べ、共感を「私た

ちがある人の人間性を自分のことのように感じ、何らかの仕方で自

分をその人とつなげようとすることjと定義されている。

少年に対する母親の共感。少年の話に拍手で応えた他の児童

たちの共感。その教室にいたある作家の共感。そして読者である

私たちの共感。

朝日大学の「建学の精神」に思いを馳せる時、創立者の「言葉

や想ぃ」に共感し、共感の広がりの中で人が集まり人と人とがつな

がっていく。そうしたことを学ばせていただける著書です。

「ぎふジ、ヨ!女子会」
穂積キャンパス6号館食堂で、女子学生と岐阜で活躍する社会人

女性との交流会「ぎふジョ!女子会Jが開催されました。
交流会は、岐阜県が主催する働きたい女性を応援するプロジェクト。

「私らしさを発見しよう 1ー夢の見つけ方・描き方-Jというテーマでグ
jレープディスカッションが行われ、女子学生と社会人女性が楽しそうに

会話をはずませ結婚や出産なども踏まえた「キャリアデザイン」について

情報交換を行いました。

参加した学生は「仕

事と家庭を両立し楽し

そうに働いている姿が

輝いている。将来につい

て良いイメージができ

た」と語っていました。 グループに別れキャリアデザインを描く

中学生が朝日大学を探検
瑞穂市立穂積北中学校の生徒の皆さんが、総合学習「瑞穂市

探険jの取材で穂積キャンパスを訪れました。

経営学部ビジネス企画学科の畦地ゼミが瑞穂市との包括連携協

定に基づき取り組む「瑞穂市の良いところ探し」の内容を見て、自分た

ちが瑞穂市を知っていく学習に役立

てようということでの訪問でした。

|大学生にインタビュー

大学に来たのが初めてという生徒さ

んが多く最初は非常に緊張していまし 中学生が大学生にインタビュー

たが、班ごとに分かれて先輩のお兄さん・お姉さんに質問するうちにすっか

り打ち解けていました。瑞穂市のことや大学生の勉強法だけではなく、大

学生の生活などについても笑顔を交えながら話し合ってしミました。大切な

ふるさと「瑞穂市」を知っていくうえで、少しでも役に立てたら良いですね。

保健医療学部FD研修会を開催
穂積キャンパス3号館で「第2回保健医療学部FD研修会」が開

催され、同学部看護学科の教員21名が参加し、昨夏レジス大学(ア

メリカコロラド列。で実施された「学生短期海外研修jをテーマに研

修を行いました。

研修会では、はじめに引率教員の演畑章子教授と横田知子助教

から、研修内容、現地での受け入れ態勢、学生の学修状況や今後の

課題等について報告。その後、より一層充実した海外研修となるよう

次年度以降の研修実施に向け課題や改善点などが論議されました。

学生短期海外研修をテーマにFD研修 レジス大学での研修風景
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ラグビー 大学選手権で勝利

「東海学生ラグビーリーグ戦J6連覇を達成した体育会ラグビー部

は、環太平洋大学との東海北陸・中国四国代表決定戦を制し、4年連

続となる「第52回全国大学ラグビー選手権jへの出場を決めました。

パロマ瑞穂ラグビー場(愛知)と秩父宮ラグビー場(東京)で行

われたセカンドステージ(B組)では、東海大学、早稲田大学、天理

大学の強豪校と対戦。善戦が期待されたが全国の壁は厚くセカン

ドステージでの敗退と

なりました。

ラグビー部の来シー

ズンでの成長と活躍に

期待すると共に、応援く

ださった皆様にお礼を

申し上げます。 r大学選手権連続出場」を決めたラグビー部員たち

「和歌山国体」で、入賞ラッシュ
2020年東京オリンピック開催を4年後に控え、東日本大震災復興

支援「紀の国わかやま国体(第70回)Jが開催されました。和歌山の

地で体育会の選手たちが大活躍し、大会を盛りあげると共に朝日大学

の名を広くアピールしました。

ボウリング 女子団体何人チーム)3位入賞 入江奈々美選手 (ビジネス企画1年愛知)

谷原 美来選手(ビジネス企画1年三重)

竹川 ひかる選手(む硝槍スポーツガーテン)

女子個人 4位入賞竹川 ひかる選手 (ぎふ瑞砲スポーツガーデン)

自転車競技 1陥空イムトライアル優 勝松本 貧治選手(ビジネス企画4年愛媛)

3位入賞 小原 佑太選手(ビジネス企画2年青森)

6位入賞 相馬 義宗選手 (ビジネス企画3年岐車)

ポイントレース 6位入賞浦田 真成選手(ビジネス企画2年般車)

4陥団体追抜続走 準優勝 相馬 義宗選手 (ビジネス企画3年岐阜)

渡遁矧太郎選手 (ビジネス企画3年岐車)

浦田 真成選手(ビジネス企画2年岐車)

3位入賞原井 剣也 選手(ビジネス企画4年福岡)

5位入賞 成貞 琳平選手 (ビジネス企画1年岡山)

チームスプリント 優 勝松本 寅治 選手 (ビジネス企画4年愛媛)

8位入賞 中野 雄喜選手 (ビジネス企画4年京都)

フェンシング、関西学生6種目を制覇
「第65団関西学生選手権

(京都府大山崎町体育館)J 

において、体育会フェンシング

部は全12種目のうち6種目での

優勝に輝く活躍をみせました。

男子フルーレとサーブルの団

体戦、個人戦サーブル、女子フルーレとエペの団体戦、個人戦サーブル

で優勝を成し遂げた体育会フェンシング部は、12015全日本学生フェン

シング選手権」への出場が決定しました。フェンサーたちに熱き声援をl

~ょうこそ朝日祭へ~
「第45回朝日祭」が穂積キャンパスで3日間にわたり開催

され、地元の方々をはじめ多くの来場者でにぎわいました。

2014年4月に保健医療学部が開設され、様々な専門分野を

もっ学生教職員の交流が活発となった今日、若者が自ら動き、

一人ひとりが「朝日祭jに関わり参加することで若者たちに

活力を与えたいとの実行委員の思いから「若者たちに活力をJ
がテーマに掲げられました。

穂積キャンパスには学園祭定番の模擬庖、各種コンサート、

ピンゴ大会、学友会クラブや体育会の活動報告なども行われ、

若者たちのエネルギーがみなぎった「朝日祭」となりました。

• . ，】割
合

L 
学生が一緒にパフォーマンスを披露 体力と知力の限界をかけたバトル

剣道 「心技体」を磨く
体育会剣道部の主催によ

る「第14回朝日大学錬成会J
が大垣市武道館で開催され

県内外強豪校の高校剣士た

ち約300名が集いました。同

錬成会は、高校剣士の技術

全国から強豪剣士が集う 向上と本学剣道部の活動を

県内外にアピールすることを目的に毎年開催されています。

会場となった武道場には強豪剣士の交える剣音が鋭く響きわたり、

神山勝郎監督や和田一徳助監督らの指導のもと「基本錬成、試合

錬成、稽古会」に取り組み、剣士たちは「心技体」を磨きました。

自転車 国際大会で大活躍

大韓民国(羅州市)で開催された12015日韓学生対抗自転車競

技大会」において、全日本インカレチャンピオンで体育会自転車競技

部の松本質治選手(ビジネス企画4年:愛媛)と小原佑太選手(ピジ

ネス企画2年:青森)が日本代表として国際大会に出場しました。

あまり整備されているとはい

えない競技場環境でしたが、

松本選手は、lkmTTで優勝、

ポイントレースでは準優勝を、

小原選手は、スプリントで準優

勝、4kmTPでは優勝の成績

を収め、松本選手は同大会の

「最優秀選手」に輝きました。 日本代表の小原選手(左)と松本選手

07 
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「思い」を英語で主張
「第31回高等学校英語弁論大会J(後援・岐阜県教育委員会、
瑞穂市、岐阜市、中日j新聞社、NHK岐阜放送局)が、穂積キャン

パス5号館講義室で開催されました。

31回目を迎えた本大会へは、県内外27の高等学校から86名の

応募があり、厳正なる一次審査を通過した岐阜県、愛知県、滋賀県、

沖縄県など各県から30名の生徒が出場し、ゼスチャーやユーモアを

交えた英語スピーチを披露しました。

|レベルアップするスピーチ能力

弁論大会の審査は、発音やアクセントだけではなく、スピーチ内

容や表現力等が総合的に評価され、その結果、歴史の授業で戦

争を学んだことをきっかけに平和を維持していく大切さを発表した

宮城葉穂さん(首里高等学校:沖縄)が「最優秀賞」の栄冠に輝

きました。

長年弁論大会の運営に携わる審査員たちからは、「スピーチ能

力や表現力が年々レベルアップρしており、発表が楽しみだ」との声

が聞かれました。

受賞者たちが笑顔で記念爆影

英語教育研究セミナーを開催
朝日大学の建学の精神である「国際未来社会を切り開く社会性と

創造性、そして人類普遍の人間的知性に富む人間の育成」の理念

のもと、英語教育に携わる関係者との連携をはかると共に、教育手法

の向上と英語教育のさらなる発展をめざす「第7回英語教育研究セ

ミナー」が穂積キャンパス5号館講義室で開催されました。

|英語教育のさらなる発展を

同セミナーでは、名古屋米国領事館主席領事のスティーブ'ン・G.コ

パチーチ氏を講師に招へいし、「アメリカ人の目からみた日本」と題し

た講演が行われ、約150名の参加者 --

たちは真剣なまなざしで講演に聞き

入ってUミました。

また、ウエルカムレセプションの会

場では、和やかな雰囲気のなか、参

加者たちは日頃の英語教育に関す

る悩みや教育のあり方などについて

の質疑応答や活発な情報交換を

行っていました。
スティーブン氏が
アメリカ人の固からみた日本を語る
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「国際交流の集い」を開催
学部・大学院や留学生別科日本語研修課程で学ぶ外国人留学生、

教職員らが参加した「国際交流の集いJが、穂積キャンパス6号館食堂

で開催され、約200名の参加者たちが相互の理解や親睦を深めました。

この集いは、国際交流委員会が毎年開催している行事。立食に

よる懇談・懇親が行われ、留学生と教職員たちが笑顔で談笑し交

流を深めました。また、恒例となったプレゼント抽選会では、当選者

が発表されるたびに大きな歓声や拍手がわき起こり、会場内の雰

囲気を一層盛り上げていましたo I ~"'" 

|国際交流の架け橋となれ

留学生たちが朝日大学での充

実したキャンパスライフを送り、将 丸山和美留学生別科長の乾杯でスヲ 卜

来、日本や世界との架け橋となる人材に育つことが期待されます。

海外の歯学部学生を受入れ
朝日大学では、国立研究開発法人科学技術振興機構「さくらサイ

エンスプランJの支援をうけ、学術交流協定を締結し相互の学生・

教員交流を行っている北京大学口腔医学院(中国)からの短期

海外研修の受入を行いました。

北京大学の学生たちは、穂積キャンパス内の歯学部や附属病院

で最先端の歯科医療を学ぶと共に、問機構の科学技術交流支援

情報提供事業である日本科学未来館などを訪問しました。

|英語教育のさらなる発展を

「さくらサイエンスプラン」とは、日

本とアジアの科学技術の発展と青

少年の交流を目的とし、日本の科学 |山手料I
技術分野の最先端技術を紹介する 穂積キャンパス正面玄関での記念撮影

ために優秀なアジアの青少年を短期的に招へいしている大学や企

業・団体等への支援を行うプロジ、エクトです。

貴重図書の寄贈を受ける
図書館では、次のとおり貴重図書の寄贈を受けました。

謹んで御礼を申し上げます。

『口から人がみえる:歯科医療は愛れあいり出版)2015

歯学部二期生で北海道の歯科医院に勤務されている寺下和平氏から、
歯科診療の現場で感じてこられた事がらを8つにまとめて、医療に携わる人は
もちろんのこと一般の人にも分かり易く舎かれた本舎を寄贈していただきました。

『松かさリグノイドの魅力J(承文堂出版)2015
姉妹校の明海大学歯学部教授で本法人理事の坂上宏先生から、ライフ
ワークで研究されている「松かさリグノイド」と、30年来続けておられる健康法に
ついて舎かれた著書を寄贈していただきました。本舎をきっかけに多くの方が
「松かさリグノイドJに興味をもち、健康維持に活かしていただけたらとのことです。

『鉱毒史』上下巻(鉱毒史編纂委員会)2012

法学部及び経営学部の1年生を対象とした「建学の精神と社会生活」で
講義を担当いただいた園拳院大学教授の菅井益郎先生からの紹介で、
明治から昭和の足尾鉱毒事件に関わる歴史と資料をまとめた図書を寄贈し
ていただきました。上下巻あわせて約3000頁に及ぶ貴重な資料です。


